
日
経
の
一
面
に
、
蓄
電
池
の

大
幅
性
能
向
上
の
記
事
掲
載
。

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
。　

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
と

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
は
何
か
？

自
動
車
・
電
機
大
手
が
蓄
電
池

の
大
幅
性
能
向
上
技
術
開
発
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
こ
な
す

た
め
に
必
要
な
住
宅
性
能
。

電
化
住
宅
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま

す
。我
が
国
の
場
合
は
、二
酸
化
炭
素

の
削
減
を
目
標
に
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
と
し
て
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
が

推
進
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
設
備
は

急
速
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
天
候
や

時
間
帯
に
発
電
量
が
左
右
さ
れ
、
安

定
的
な
電
力
供
給
が
難
し
い
側
面
が

あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
蓄
電
池
が

不
可
欠
だ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。現

在
、
大
規
模
風
力
発
電
設
備
に
は
ナ

ト
リ
ウ
ム
硫
黄
電
池
（N

A
S

電
池
）

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
装
置
が
大

が
か
り
で
、
細
か
な
充
放
電
に
は
向

か
な
い
た
め
、
住
宅
用
と
し
て
新
た

な
蓄
電
池
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
来

ま
し
た
。ま
た
、
ト
ー
タ
ル
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ネ

ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル

（Z
E
B

）」
等
の
実
証
実
験
と
共
に
マ

イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
と
い
う
、
身
近
な

地
域
的
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
実

　

　

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
と
は
、
複
数

の
小
規
模
な
発
電
施
設
で
発
電
し
た

電
力
を
、
そ
の
地
域
内
で
利
用
す
る

仕
組
み
の
こ
と
で
、
分
散
型
電
源
や

分
散
型
電
力
網
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
て
は
、

太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
行

い
、
地
域
を
既
存
の
電
力
網
か
ら
自

立
し
た
条
件
で
、
こ
れ
ら
の
発
電
施

設
を
地
域
内
に
作
り
、
更
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
て
連
結
。新
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
一
般
的
に
出
力
が
安
定
し
な
い

と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
が
、
複
数

の
発
電
所
を
用
い
、
電
力
需
要
に
あ

わ
せ
て
燃
料
電
池
や
蓄
電
池
に
よ
っ

て
最
適
制
御
を
行
う
こ
と
で
、
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
、
安
定
的
に
電

力
を
供
給
す
る
も
の
で
、
最
も
身
近

な
電
力
供
給
源
と
す
る
も
の
で
す
。

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
は
、
建
設
費
用

が
安
価
で
、
送
電
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
ロ
ス
が
少
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

　

い
よ
い
よ
自
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
の
幕
開
け
を
予
感
さ
せ
る
新
技
術
情
報
が
続
々
と
。

蓄
電
池
が
太
陽
光
発
電
や
地
域
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
化
推
進
の
立
役
者
に
。

　

太
陽
光
発
電
や
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド
（
次
世
代
電
力
網
）
の
効
率
的
な

運
用
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
技
術
で

あ
る
蓄
電
池
技
術
の
大
幅
な
性
能
向

上
が
「
日
本
経
済
新
聞
」
の
一
面
に

大
き
く
掲
載
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド 

(sm
art grid

) 

と
は
、
簡
単
に
説
明

し
ま
す
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
機
器
に
よ
る
通
信
能
力
や

演
算
能
力
を
活
用
し
て
電
力
需
給
を

自
律
的
に
調
整
し
、
省
エ
ネ
と
コ
ス

ト
削
減
、
更
に
停
電
等
を
防
ぐ
信
頼

性
の
向
上
を
目
指
し
た
新
し
い
電
力

網
の
事
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
グ
リ
ー

ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ー
ル
政
策
に
よ
る
も

の
で
、
送
電
網
の
老
朽
化
で
停
電
が

多
く
安
定
性
を
欠
く
ア
メ
リ
カ
の
電

力
事
情
を
一
新
さ
せ
る
政
策
と
し
て

提
唱
さ
れ
た
も
の
で
す
。
我
が
国
の

送
電
網
は
、
停
電
が
少
な
く
世
界
で

も
最
も
信
頼
性
が
高
い
電
力
網
で
、

災
害
復
旧
も
早
い
こ
と
か
ら
オ
ー
ル

　

験
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と

は
、　
　

を
活
用
し
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
技
術
を
導
入
し
て
電
力
供
給
の

最
適
化
を
行
い
、
太
陽
光
発
電
・
風

力
発
電
等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
用
い
た
分
散
型
発
電
シ
ス
テ
ム
や

電
気
自
動
車
の
充
電
シ
ス
テ
ム
、
高

効
率
な
空
調
装
置
を
用
い
た
ビ
ル
・

住
宅
な
ど
の
都
市
シ
ス
テ
ム
が
結
合

さ
れ
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な

い
、
環
境
負
荷
の
低
い
社
会
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

と
い
う
次
世
代
都
市
が
生
ま
れ
ま

す
。そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
活
の
た

め
に
最
も
望
ま
れ
て
い
る
も
の
が
、

蓄
電
池
の
高
効
率
化
と
長
寿
命
化
で

し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
や
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
つ

い
て
述
べ
て
参
り
ま
し
た
が
、
蓄
電

池
の
急
速
な
高
性
能
化
に
よ
っ
て
、

Ｎ
E
Ｄ（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
）の
技
術
開
発
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
も
書
き
換
え
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。自
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
時

代
は
、
ほ
ぼ
５
年
以
内
に
実
現
す
る

技
術
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
、
今
だ

か
ら
こ
そ
必
要
な
住
宅
技
術
、
そ
れ

は
住
宅
の
高
性
能
化
技
術
で
す
。給

湯
器
や
効
率
エ
ア
コ
ン
等
の
設
備
機

器
と
の
ネ
ッ
ト
で
の
高
性
能
化
で
は

な
く
、
住
宅
そ
の
も
の
の
高
性
能
化

が
重
要
で
す
。松
下
孝
建
設
が
目
指

す
住
宅
高
性
能
化
は
、
本
物
の
０
エ

ネ
ル
ギ
ー
住
宅
で
、
そ
の
取
り
組
み

は
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
と
東
京
工
業
大
学
は
、
従

来
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
並
み
の

大
電
流
を
出
せ
る
、
安
全
性
の
高
い

「
全
個
体
電
池
」
で
連
続
走
行
距
離
を

現
行
小
型
車
種　
　

の
約
２
０
０
㎞

か
ら
１
０
０
０
㎞
程
度
ま
で
の
ば
せ

る
可
能
性
が
あ
り
、
住
宅
用
に
使
う

場
合
も
小
型
化
し
や
す
い
と
言
い
、

新
電
池
は
、２
０
１
５
年
〜
20
年
の

実
用
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。Ｎ
E

Ｄ（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
）の
蓄
電
池
、技
術
開
発
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、E
Ｖ
向
け
次
世

代
蓄
電
池
で
価
格
的
に
は
、現
在
の

５
分
の
１
〜
10
分
の
１
以
下
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。マ
ツ

ダ
と
広
島
大
学
は
、E
Ｖ
の
連
続
走

行
距
離
を
２
倍
以
上
に
す
る
技
術
を

開
発
。Ｎ
E
Ｃ
は
、電
極
の
新
素
材
の

開
発
で
低
価
格
、長
寿
命
の
蓄
電
池

を
開
発
。寿
命
を
20
年
に
の
ば
し
、５

年
後
の
実
用
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
や
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス
向
け
に
も
、富
士
通
や
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、仙
台
エ
コ
タ
ウ
ン
構

造
や
福
島
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
計
画
な

ど
の
実
用
化
プ
ラ
ン
で
我
が
国
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
は
、原
発
事
故
を

挟
ん
で
世
界
に
先
駆
け
、本
格
的
な

段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

蓄
電
池
が
実
用
化
段
階
に

蓄
電
池
が
実
用
化
段
階
に
。

　

▼
福
島
原
発
の
低
温
制
止
に
も
よ

う
や
く
目
途
が
付
い
て
き
た
よ
う
で

す
。
今
後
は
、
本
格
的
な
除
染
活
動

が
行
わ
れ
る
事
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、
原
子
力

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
も
再
認
識
さ

れ
、
こ
の
ま
ま
原
子
力
発
電
を
続
け

る
こ
と
の
是
非
が
議
論
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
２
万
年
以

上
も
保
管
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
原
子
力
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
も

決
ま
っ
て
い
な
い
現
状
を
考
え
る
と

原
子
力
発
電
に
は
、
未
来
が
な
い
よ

う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
幸
い
に

も
現
在
住
宅
に
関
し
て
は
、
不
完
全

な
が
ら
も
自
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
の

幕
開
け
が
見
え
て
来
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
住
宅
を
建

て
る
と
言
う
こ
と
は
、
未
来
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

▼
朝
晩
め
っ
き
り
と

寒
さ
が
増
し
て
き
て
、

秋
の
訪
れ
を
感
じ
る

季
節
に
な
り
ま
し

た
。
例
年
に
な
く
激

し
い
噴
火
を
続
け
て

き
た
桜
島
も
心
な
し

か
色
づ
い
て
来
た
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

今
日
、
赤
と
ん
ぼ
を
見

か
け
ま
し
た
。

　

▼
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
実
証
実

験
は
、
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
愛

知
県
常
滑
市
の
場
合
は
太
陽
光
発
電

と
燃
料
電
池
、
二
次
電
池
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
た
プ
ラ
ン
ト
を
利
用
し

て
、
２
日
間
の
独
立
運
転
に
成
功
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
鹿
児
島
県
や

沖
縄
県
の
離
島
で
、
実
証
実
験
が
行

わ
れ
、
そ
の
系
統
安
定
化
対
策
に
つ

い
て
の
検
証
が
進
ん
で
い
ま
す
。
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　「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック」主催（財）日本地
域開発センター[主務官庁：国土交通省]において、松下孝建設の「ハ
イブリッド・エコ・ハートＱ」が、昨年度に引き続き、特別賞・地域賞
をＷ受賞、特別賞は大賞に次ぐものとして受賞しました。偏にお施
主様のご協力の賜と衷心より深く感謝申し上げております。

◆2009年 ： 【ハイブリッド・エコ・ハートＱ】優秀賞・地域賞
◆20１0年 ： 【ハイブリッド・エコ・ハートＱ】 特別賞・地域賞

（インターネット版） （インターネット版）

ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック 2010
特別賞・地域賞　受賞記念特別企画

□住宅に関する資料等もフリーダイヤルにてご請求下さい。
　資料等をお送り致します。 0120-079-089

実証棟
建築決定

建築概要の例。「ネット・ゼロ・エネルギー住宅」お客様実物件。

　近畿大学 建築学部 岩前 篤教授（学部長）の監修の元で建設される実証棟
について、先般10月15日に概要について話し合われ、2棟の実証棟を建設
することになりました。1棟は、「ネット・ゼロ・エネルギー住宅」を目
指した一般住宅です。この住宅は、お客様の実物件を「ネット・ゼロ・エ
ネルギー住宅」としてお建てするものです。
　2棟目は住宅性能を高めて、ほぼ住宅のみで「0エネルギー」を目指す予
定です。次回の「ひこうき雲」では、より具体的なスペックを公表できる
ものと存じますのでご期待下さい。

実証棟の建築概要決定！
2棟の実証棟を建設致します。

●断熱・気密性能スペックの再検討。（南九州に最も適した 0エネルギー環境の検討）
●高性能住宅に最も適合した環境・自活エネルギー源の選択と効率の測定。
●地元、省エネ住宅設備会社、メーカーとの共同実証試験。
●電気料 0円の住環境（ネット・ゼロ・エネルギー住宅の実現）。
※以上の様な項目が検討されています。設計図書は完成しており、現在、近畿大学 建築学部の皆様と意見
　を集約中です。

建築概要の例。「ゼロ・エネルギー住宅」松下孝建設心展示場。

●断熱・気密性能スペックを高めて、南九州に「0エネルギー住宅」が可能かの検討。
●蒸署地域の冷房負荷の軽減方法の検討、新たな施工法の開発。
●断熱・換気・開口部メーカーとの共同実証試験による「0エネルギー住宅」の開発。
●建物性能による「０エネルギー」住環境の実現を計る。
※0エネルギー住宅は、北国の場合「無暖房住宅」で、断熱と気密性能を考慮することで、体温や光熱を利用する
　ことで可能になりますが、冬場対策よりも夏場の暑さ対策が必要な南九州では、冷房エネルギーを削減する方法
　が課題になり、最も難しい技術になります。その辺の対策がどの様に取られて、建物だけによる「0エネルギー」
　が可能かどうかが実験対象になります。興味のある方は、是非、今後の松下孝建設の試みに注目して下さい。


